○白石町犯罪被害者等見舞金の支給に関する規則
平成２９年３月１３日
規則第３号
（目的）
[bookmark: _GoBack]第１条　この規則は、白石町犯罪被害者等支援条例（平成２９年白石町条例第４号。以下「条例」という。）第６条第１項の規定による犯罪被害者等見舞金の支給に関し、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この規則において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
（１）　犯罪行為　犯罪被害者等給付金の支給等による犯罪被害者等の支援に関する法律（昭和５５年法律第３６号）第２条第１項に規定する犯罪行為をいう。
（２）　死亡被害者　犯罪行為により死亡した者（犯罪行為が行われた時から引き続き町内に住所を有していた者に限る。）
（３）　傷病被害者　犯罪行為により傷害を受けた者（当該犯罪行為が行われた時から引き続き町内に住所を有する者に限る。）で、犯罪行為による傷害について、その治療に要する期間が１月以上であると医師により診断されたもの。
（遺族見舞金）
第３条　死亡被害者の遺族のうち、当該犯罪行為が行われた時から引き続き町内に住所を有する者で、次の各号のいずれかに該当するものに対して、条例第６条第２項第１号の遺族見舞金を支給するものとする。
（１）　死亡被害者の配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあった者を含む。以下同じ。）
（２）　死亡被害者の収入によって生計を維持していた当該死亡被害者の子、父母、孫、祖父母及び兄弟姉妹
（３）　前号に該当しない死亡被害者の子、父母、孫、祖父母及び兄弟姉妹
２　前項に規定する遺族の順位は、同項各号の順序とし、同項第２号及び第３号に掲げる者にあっては、それぞれ当該各号に掲げる順序とし、父母については、養父母を先にし、実父母を後とし、第１順位の遺族に遺族見舞金を支給する。
（傷害見舞金）
第４条　傷病被害者に条例第６条第２項第２号の傷害見舞金を支給するものとする。
（見舞金を支給しない場合）
第５条　町長は、次の各号のいずれかに該当する場合には、犯罪被害者等見舞金を支給しないことができる。
（１）　犯罪行為が行われた時において、被害者（死亡被害者又は前条に規定する者をいう。以下同じ。）又は第１順位の遺族（第１順位の遺族が２人以上あるときは、そのいずれかの者とする。この条において同じ。）と加害者との間に次のいずれかに該当する関係がある場合
ア　夫婦（婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある場合を含む。）
イ　直系血族（親子については、養子縁組の届出をしていないが、事実上養子縁組関係と同様の事情にある場合を含む。）
ウ　３親等内の親族
（２）　犯罪行為による被害について、被害者又は第１順位の遺族に次のいずれかに該当する行為があった場合
ア　当該犯罪行為を教唆し、又はほう助する行為
イ　過度の暴行又は脅迫、重大な侮辱等当該犯罪行為を誘発する行為
ウ　当該犯罪行為に関する著しく不正な行為
（３）　被害者又は第１順位の遺族に次のいずれかに該当する事由がある場合
ア　当該犯罪行為を容認していたこと。
イ　集団的に、又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織に属していたこと（その組織に属していたことが、当該犯罪行為を受けたことに関連がないと認められるときを除く。）。
ウ　当該犯罪行為に対する報復として、加害者又はその親族その他の加害者と親密な関係にある者の生命を害し、又は身体に重大な害を与えたこと。
（遺族見舞金の額の調整）
第６条　傷害見舞金の支給を受けた者が死亡した場合（当該傷害見舞金の支給に係る犯罪行為による被害に起因して死亡した場合に限る。）における遺族見舞金の額は、条例第６条第２項第１号の規定にかかわらず、同号に定める額から既に支給した傷害見舞金の額を控除した額とする。
２　第１順位の遺族が２人以上ある場合におけるその者に係る遺族見舞金の額は、第３条第１項第１号及び前項の規定にかかわらず、これらの規定により算出した額をその人数で除して得た額（その額に１００円未満の端数が生じたときは、その端数を切り捨てた額）とする。
（支給の申請）
第７条　犯罪被害者等見舞金の支給を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定める書類を町長に提出しなければならない。
（１）　遺族見舞金の支給を申請する場合　白石町犯罪被害者等見舞金（遺族見舞金）支給申請書（様式第１号）及び次に掲げる書類
ア　死亡被害者の死亡診断書その他の当該死亡被害者の死亡の事実及び死亡の年月日を証明することができる書類
イ　死亡被害者の削除された住民票の写し
ウ　申請者の住民票の写し
エ　申請者と死亡診断書との続柄に関する戸籍の謄本その他の証明書
オ　申請者が死亡被害者と婚姻の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあった者であるときは、その事実を認めることができる書類
カ　申請者が死亡被害者の配偶者以外の者であるときは、第１順位の遺族であることを証明することができる書類
キ　その他町長が必要と認める書類
（２）　傷害見舞金の支給を申請する場合　白石町犯罪被害者等見舞金（傷害見舞金）支給申請書（様式第２号）及び次に掲げる書類
ア　申請者が受けた傷害の発生年月日、その治療に要する期間及び状態に関する医師の診断書
イ　申請者の住民票の写し
ウ　その他町長が必要と認める書類
（支給の申請の期限）
第８条　犯罪被害者等見舞金の支給の申請は、当該犯罪行為による死亡若しくは傷害の発生を知った日から２年を経過したとき、又は当該犯罪行為による死亡若しくは傷害が発生した日から７年を経過したときは、することができない。ただし、町長が、当該期間内に申請をしないことについて、やむを得ない理由があると認めたときは、この限りでない。
（支給の決定等）
第９条　町長は、条例第６条第１項に規定する犯罪被害者等見舞金の適否を、第７条に規定する申請書類及びその被害が犯罪行為に基づくものであることの関係機関への調査により犯罪被害内容等の調査に基づく報告書を作成し、審査するものとする。
２　町長は、前項による審査の上、犯罪被害者等見舞金の支給の適否を決定し、白石町犯罪被害者等見舞金支給決定通知書（様式第３号）又は白石町犯罪被害者等見舞金支給申請却下通知書（様式第４号）により、申請者にその旨を通知するものとする。
（犯罪被害者等見舞金の請求）
第１０条　前条の規定により犯罪被害者等見舞金の支給の決定を受けた者は、白石町犯罪被害者等見舞金支給請求書（様式第５号）を町長に提出しなければならない。
（支給の決定の取消し等）
第１１条　町長は、申請者が偽りその他不正の手段により犯罪被害者等見舞金の支給の決定を受けたと認めるときは、当該決定を取り消し、又は既に支給した犯罪被害者等見舞金の額に相当する金額を返還させることができる。
（報告等）
第１２条　町長は、必要に応じて犯罪被害者等見舞金受給者から報告を求めるとともに、職員をして必要な調査を行わせることができる。
（その他）
第１３条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定める。
附　則
この規則は、平成２９年４月１日から施行する。
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様式第１号（第７条関係）
様式第２号（第７条関係）
様式第３号（第９条関係）
様式第４号（第９条関係）
様式第５号（第１０条関係）
[bookmark: last]
image1.png
B 15 8 7480

= A H
T =
fERT
%3
GRS
WEE L OB ( )
B
AR EESRES (UREAEE) TS

LI EE S REEOTHICT 2 HAIE 8 LOREICL Y | MHEEE

WA CEERESOLEEMELET,

XA HREERRE -

SBIRAT LT DN A I S E Wt

SBIRAT A T DN T

LIRAT | svmn F A H)

I & | K& R OEEA R

DT [ 5475 0T b e B D FERT

Lf:ﬂ §E _LZH E|

IRITHIC & DEEDFARR

WEALIRAT 2 1R B 555 RIS DI O F i

BBERE BRE
K4 (50237) | #E# & own E AT

o> %5 1 L D
T

w B

CRULFARR AR 2 RIS #ERR

i, HFH
BAFRIE IS I

K4

IR D ARITRIC L DHEORBAEICL D,
BOWTHESZERT LI LIZONT, RBELET,

BN ERERV




image2.png
B 25 8 7 480

FH £ R

Ay

™
am
m

FHTILSRHE H 5 LS

x*—?‘
I
%
Ry

AR EEE R

EE ORISR 2 RIS 8

SOMEICE Y, BRE

WA TEERBSCOXBERBLET,
fe R eAE !

LIRAT AT B B fi2 A B FRELR
WIRIT AT LN TS5
BRATHIC L DHEFEORAERIR

MIRAT AT ONT-REOERT

(BUEFT L R 2550 HZEAL TS WN,)

BEDWRRE BlIRZIED LD,

iR S 528 BRE
CRLFAEIZAR 2 [F ERER)

BICIRDILRITAIC L DWMEORNAEIC Y=Y, ITHREEERN

%—L\{ N A ﬂ

BRI IC B W TIIES 2 E/ T 2 Lico0 T, AELET,

R4




image3.png
BRAE 35 (8 9 &B%)

Ay

™
am
m

AR E

FHETALIRMR S 5 B @ SRR EdmmE

#£ A AT CHEND Y £ LELRNEESRES EER
P BERES) OXBITOVTIEE, FTROLBVRELELZOTHEMLET,

f_nL[I\





image4.png
B 45 8 9 &%)

Ay

™
am
m

pe
e

n

FRTILSR MR B 5 RO S A T @k 2

& H AT CAR O 7)%@& LR EE SRS
(ERERES - HGERES) IOV, TROBAICIVATTLZ L EH%EL
ELEOTEBHMLET,

)
B!
[#or%EE]
1 ZORBICTFRAHDEEIE, ZoBEBMEEZZT-AOBENSGER LT 3EA L

Wi, BAITE ﬂbfﬁﬁ%*%Té ERTEET, (B, ZoBBMEEZZIT
AOEANLRELTC3EALANTH-TH, TOLGOADERANLEELT14F
ZIRBT DL EEFERETLZENTERL ARV ET),

2 ZOWFIZONWTIE, ZoBEMEEZZITIZBEOEBALEE L T 6@EALAIIC
EW%%%&LT(%“ CRBWCHAN AKX T2HIIAGNE LRV ET,) LoD
B LOFZEZRET DN TEEY, (BB, ZOBMELZITRo7ZAOEA
HEBELTE@EALNTH->TH, ZOLSOBOEERNLEAELTLELRBT D
LS OBIELORZEZRET L2 N TE RV ET,), L, ERR10O%FE
FRE LIEHEIIE. ZOFEEFRICHTL2HIFLZTZBOREANLERLTSE

Eﬂuwn\ﬂﬁ@yﬁb@ﬁxé%@fé:aﬁféifc





image5.png
B 55 (B 1 0XEHR)

By
Jus

FHTE =3
fERT
HEEE K4
E ik

FETILIRHE B S R & SR TR E

TROLBVFHERLET,

£ A BT TAGIRE D I > T LR EE S RBEEIT OV T,

AR T
IR EE L RSO RS EERES
B A %k
K A
AN
$RIT - EHA&RE - BFRMEE
( SR — e o 0
@5 Bk RITLISL) - 55
@5 b X ERIT i &5





